
　

令和６年４月１５日

物件番号 森林管理署等 樹種  協定数量(m3) 応募者数 最高点 最低点 協定予定者 提案内容の概要

１－０１ 福島
スギ、ヒノキ
アカマツ

3,100 2 77 66 住友林業フォレストサービス株式会社

循環型森林ビジネスの加速と再造林ビジネスを推進し、経済と環境保全の更なる両立を目指す。他の業界を巻き込んでカーボンオフ
セットを推進し、森林の価値向上を目指す。またグループ全体で中大規模建築の木造化に取り組み、国産材の使用を推進することで
需要拡大につなげる。

１－０２ 福島
低質材アカマツ

N、L
1,790 2 76 74 日本製紙木材株式会社

既存の販売先（製材所、合板工場、チップ工場、バイオマス工場）及び今後開拓する新規販売先の需要変動を踏まえて安定供給を図
る。また幅広い顧客網を活用し、多様な要望を受け、規格や品質を明確にして生産性の向上に寄与する。

１－０３ 福島
低質材アカマツ

N、L
5,960 3 76 57 日本製紙木材株式会社

既存の販売先（製材所、合板工場、チップ工場、バイオマス工場）及び今後開拓する新規販売先の需要変動を踏まえて安定供給を図
る。また幅広い顧客網を活用し、多様な要望を受け、規格や品質を明確にして生産性の向上に寄与する。

１－０４ 棚倉 スギ、ヒノキ 23,755 1 77 - 協和木材株式会社
国産集成材、国産ツーバイ材の生産販売を軸に輸出製品や大規模木材建築に求められる需要に応えれられるよう事業の確立を図
る。大径材を活用する設備投資、製品開発を行い生産される大径材の受け皿となり最大限森林資源を活かし価値あるものを創造す
る。

棚倉 低質材アカマツ
N、L

18,340

真名畑林業有限会社 低質材N、Ｌ 2,000

有限会社スズキ木材
低質材アカマツ

N、L
500

有限会社陣野林業 低質材N、Ｌ 1,500

有限会社ウッド福生 低質材N 300

有限会社田部林業 低質材N 200

有限会社本郷林業 低質材N 500

１－０６ 南会津 カラマツ 1,010 2 76 50 日本製紙木材株式会社
既存の販売先（製材所、合板工場、チップ工場、バイオマス工場）及び今後開拓する新規販売先の需要変動を踏まえて安定供給を図
る。また幅広い顧客網を活用し、多様な要望を受け、規格や品質を明確にして生産性の向上に寄与する。

１－０７ 南会津 低質材Ｎ、Ｌ 2,190 2 76 75 日本製紙木材株式会社
既存の販売先（製材所、合板工場、チップ工場、バイオマス工場）及び今後開拓する新規販売先の需要変動を踏まえて安定供給を図
る。また幅広い顧客網を活用し、多様な要望を受け、規格や品質を明確にして生産性の向上に寄与する。

１－０８ 塩那 スギ、ヒノキ 8,000 1 82 - 株式会社トーセン
グループ内30工場が連携し、各工場がそれぞれのラインの見直しを都度行い、生産力の強化及び省力化を目指す。また、A～D材に
至るまで木材のカスケード利用を行うことで無駄なく木材を活用し、山林全体の価値を高める。

１－０９ 塩那 スギ、ヒノキ 7,100 2 77 72 協和木材株式会社
国産集成材、国産ツーバイ材の生産販売を軸に輸出製品や大規模木材建築に求められる需要に応えれられるよう事業の確立を図
る。大径材を活用する設備投資、製品開発を行い生産される大径材の受け皿となり最大限森林資源を活かし価値あるものを創造す
る。

１－１０ 塩那 低質材Ｎ、Ｌ 15,100 2 78 65 小出チップ工業有限会社
年間12万トンの原木利用の維持、また更なる生産増も目指す。需要拡大傾向にある木質チップを生産するにあたり、入荷量が安定す
ることで生産・出荷を平均化し、安定供給が図れる。また、燃料用チップの生産には大型移動式機械を用い、森林資源を無駄なく有効
利用する。

１－１１ 日光 スギ、ヒノキ 6,000 1 82 - 株式会社トーセン
グループ内30工場が連携し、各工場がそれぞれのラインの見直しを都度行い、生産力の強化及び省力化を目指す。また、A～D材に
至るまで木材のカスケード利用を行うことで無駄なく木材を活用し、山林全体の価値を高める。

１－１２ 日光 カラマツ 3,000 1 67 - 栗城林業株式会社
継続的な設備投資を行い、経営基盤の安定を図り労働災害も防止する。バイオマス発電所の増加に伴い低質材のチップ化を計画す
る。また、地拵事業の機械化やトレーラー運搬を行いコスト削減を図る。

国有林材の安定供給システム販売協定予定者の公表

　　　令和６年２月２６日付け公募した、「令和６年度国有林材の安定供給システム販売（製品販売）（第１次公募）」の協定予定者を下記のとおり公表します。

１－０５
民国連携物件

1 77 - 遠野興産株式会社
製紙用チップ、発電用燃料チップ、木質ペレットの安定供給ため低質材や未利用材の有効利用を図る。枝条やバーク等も燃料用チッ
プとして流通させ有効利用する。また、工場隣接地に原木ストックヤードを確保し、大型車（トレーラー車）による大量輸送により流通コ
ストの削減を図る。



物件番号 森林管理署等 樹種  協定数量(m3) 応募者数 最高点 最低点 協定予定者 提案内容の概要

１－１３ 日光 低質材Ｎ 5,000 2 79 69 株式会社トーセン
グループ内30工場が連携し、各工場がそれぞれのラインの見直しを都度行い、生産力の強化及び省力化を目指す。また、A～D材に
至るまで木材のカスケード利用を行うことで無駄なく木材を活用し、山林全体の価値を高める。

１－１４ 日光 低質材Ｎ 4,500 3 72 28 有限会社　阿久津林友 木質バイオマス及びオガ粉の年間製造・販売５万トンを目指す。また、工場の新設により雇用の拡大を図り、地域貢献に寄与する。

１－１５ 群馬 スギ 3,500 1 82 - 株式会社トーセン
グループ内30工場が連携し、各工場がそれぞれのラインの見直しを都度行い、生産力の強化及び省力化を目指す。また、A～D材に
至るまで木材のカスケード利用を行うことで無駄なく木材を活用し、山林全体の価値を高める。

１－１６ 群馬 スギ 2,400 1 82 - 株式会社トーセン
グループ内30工場が連携し、各工場がそれぞれのラインの見直しを都度行い、生産力の強化及び省力化を目指す。また、A～D材に
至るまで木材のカスケード利用を行うことで無駄なく木材を活用し、山林全体の価値を高める。

１－１７ 群馬 低質材Ｎ 6,600 1 82 - 株式会社トーセン
グループ内30工場が連携し、各工場がそれぞれのラインの見直しを都度行い、生産力の強化及び省力化を目指す。また、A～D材に
至るまで木材のカスケード利用を行うことで無駄なく木材を活用し、山林全体の価値を高める。

１－１８ 群馬 低質材N 3,400 1 82 - 株式会社トーセン
グループ内30工場が連携し、各工場がそれぞれのラインの見直しを都度行い、生産力の強化及び省力化を目指す。また、A～D材に
至るまで木材のカスケード利用を行うことで無駄なく木材を活用し、山林全体の価値を高める。

１－１９ 利根沼田 スギ、ヒノキ 5,160 2 78 64 物林株式会社
国産材シェア拡大のため新たな需要の開拓として非住宅建造物における国産材利用の推進や無垢材の活用の向上に取り組む。ま
た、外材から国産材への転換を図るため、取引先と協定を締結し国産材の安定的な流通を拡大する。

１－２０ 利根沼田 カラマツ 1,480 1 67 - 栗城林業株式会社
継続的な設備投資を行い、経営基盤の安定を図り労働災害も防止する。バイオマス発電所の増加に伴い低質材のチップ化を計画す
る。また、地拵事業の機械化やトレーラー運搬を行いコスト削減を図る。

１－２１ 利根沼田
スギ、ヒノキ
カラマツ

680 1 82 - （価格協議不調）

１－２２ 利根沼田 低質材Ｎ 10,300 1 78 - 角石林業株式会社
皆伐再造林施業に積極的に取り組み、高性能林業機械の導入を行い低コスト伐出システムの確立を図る。また、移動式ドラムチッ
パーの効率的な運用により未利用材の有効利用と販路拡大、再造林と一体化した効率的な作業の展開、ICT技術を導入し安定的な
木材供給を行う責任ある木材サプライヤーを目指す。

１－２３ 吾妻 スギ 7,300 1 82 - 株式会社トーセン
グループ内30工場が連携し、各工場がそれぞれのラインの見直しを都度行い、生産力の強化及び省力化を目指す。また、A～D材に
至るまで木材のカスケード利用を行うことで無駄なく木材を活用し、山林全体の価値を高める。

１－２４ 吾妻 ヒノキ 1,000 1 82 - 株式会社トーセン
グループ内30工場が連携し、各工場がそれぞれのラインの見直しを都度行い、生産力の強化及び省力化を目指す。また、A～D材に
至るまで木材のカスケード利用を行うことで無駄なく木材を活用し、山林全体の価値を高める。

１－２５ 吾妻 カラマツ 3,100 2 76 41 日本製紙木材株式会社
既存の販売先（製材所、合板工場、チップ工場、バイオマス工場）及び今後開拓する新規販売先の需要変動を踏まえて安定供給を図
る。また幅広い顧客網を活用し、多様な要望を受け、規格や品質を明確にして生産性の向上に寄与する。

１－２６ 吾妻 低質材N 7,900 2 86 75 住友林業フォレストサービス株式会社

循環型森林ビジネスの加速と再造林ビジネスを推進し、経済と環境保全の更なる両立を目指す。他の業界を巻き込んでカーボンオフ
セットを推進し、森林の価値向上を目指す。またグループ全体で中大規模建築の木造化に取り組み、国産材の使用を推進することで
需要拡大につなげる。

１－２７ 下越 スギ 2,570 3 78 48 物林株式会社
国産材シェア拡大のため新たな需要の開拓として非住宅建造物における国産材利用の推進や無垢材の活用の向上に取り組む。ま
た、外材から国産材への転換を図るため、取引先と協定を締結し国産材の安定的な流通を拡大する。

１－２８ 下越 低質材Ｎ・L 2,380 3 86 24 株式会社北越マテリアル
バイオマス燃料チップの品質面での安定（水分率改善等）に積極的に取り組み、納品先発電所の安定操業に貢献する。また、国産材
の地位・自給率を向上させ、林地残材の利用促進等持続可能な森林資源の循環に寄与する。

１－２９ 村上 スギ 1,500 4 78 49 物林株式会社
国産材シェア拡大のため新たな需要の開拓として非住宅建造物における国産材利用の推進や無垢材の活用の向上に取り組む。ま
た、外材から国産材への転換を図るため、取引先と協定を締結し国産材の安定的な流通を拡大する。



物件番号 森林管理署等 樹種  協定数量(m3) 応募者数 最高点 最低点 協定予定者 提案内容の概要

村上 低質材Ｎ・L 1,500

有限会社阿部林業工務店 低質材N 100

中越 スギ 1,000

湯沢町 スギ 150

中越 低質材N 880

湯沢町 低質材Ｎ 350

１－３３ 茨城 スギ、ヒノキ 9,370 1 75 - 宮の郷木材事業協同組合
丸太のカスケード利用をし、素材すべてを使うことでコスト削減による循環型・持続可能な仕組みづくりを目指す。また、安定的な供給
体制の構築により国産材の国際競争力強化を図り、国産材シェア拡大を目指す。

１－３４ 茨城 スギ、ヒノキ 12,210 1 75 - 宮の郷木材事業協同組合
丸太のカスケード利用をし、素材すべてを使うことでコスト削減による循環型・持続可能な仕組みづくりを目指す。また、安定的な供給
体制の構築により国産材の国際競争力強化を図り、国産材シェア拡大を目指す。

１－３５ 茨城 スギ、ヒノキ 7,970 1 77 - 協和木材株式会社
国産集成材、国産ツーバイ材の生産販売を軸に輸出製品や大規模木材建築に求められる需要に応えれられるよう事業の確立を図
る。大径材を活用する設備投資、製品開発を行い生産される大径材の受け皿となり最大限森林資源を活かし価値あるものを創造す
る。

１－３６ 茨城 低質材N 5,890 2 86 38 株式会社北越マテリアル
バイオマス燃料チップの品質面での安定（水分率改善等）に積極的に取り組み、納品先発電所の安定操業に貢献する。また、国産材
の地位・自給率を向上させ、林地残材の利用促進等持続可能な森林資源の循環に寄与する。

１－３７ 茨城 低質材Ｎ 21,720 1 76 -
常陸ウッドリサイクル協同組合
大北産業株式会社

大規模ストックヤードを活用し計画的、安定的な生産体制で良質な製品（チップ材、オガ粉）を製造することで、地域材の付加価値を高
め利用促進に繋げることを目指す。また、フルトレーラー等の大型輸送車両を活用することで流通コストの削減を図る。

１－３８ 静岡
スギ、ヒノキ
カラマツ

1,360 1 67 - 株式会社ノダ
静岡県産材を使用した合板製品（構造用合板及び国産材フロア台板）の供給を図り、地産地消による付加価値向上、及び森林資源の
循環に貢献する。また、非住宅向けの製品開発やリフォーム分野への製品に注力することで需要拡大を目指す。

１－３９ 静岡 低質材Ｎ 3,100 4 80 62 住友林業フォレストサービス株式会社

循環型森林ビジネスの加速と再造林ビジネスを推進し、経済と環境保全の更なる両立を目指す。他の業界を巻き込んでカーボンオフ
セットを推進し、森林の価値向上を目指す。またグループ全体で中大規模建築の木造化に取り組み、国産材の使用を推進することで
需要拡大につなげる。

１－４０ 山梨
スギ、ヒノキ
低質材N

2,485 2 86 60 住友林業フォレストサービス株式会社

循環型森林ビジネスの加速と再造林ビジネスを推進し、経済と環境保全の更なる両立を目指す。他の業界を巻き込んでカーボンオフ
セットを推進し、森林の価値向上を目指す。またグループ全体で中大規模建築の木造化に取り組み、国産材の使用を推進することで
需要拡大につなげる。

バイオマス燃料チップの品質面での安定（水分率改善等）に積極的に取り組み、納品先発電所の安定操業に貢献する。また、国産材
の地位・自給率を向上させ、林地残材の利用促進等持続可能な森林資源の循環に寄与する。

１－３０
民国連携物件

4 86 22 株式会社北越マテリアル

土木資材の杭木、バイオマスチップを安定供給するとともに、杭木作成時の端材についてもチップにすることでコスト削減を図る。

１－３１
民国連携物件

1 63 - 新潟県森林組合連合会
令和７年度の新潟県産材木材取扱量127千㎥を目標に新たな需要先の開拓及び、新たな供給体制の構築に取り組む。また、主伐・再
造林を推進し循環型林業を確立することが素材の安定供給と脱炭素社会の実現に寄与し、森林の有する多面的機能を将来にわたっ
て発揮させることができると捉え、さまざまな活動に展開する。

１－３２
民国連携物件

2 65 20 広和林業株式会社


